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第２３９１回 例会 第 35 回例会（3 月 12 日） 心の講演会例会 

●点鐘 

●ロータリーソング斉唱 

●会長の時間 

●幹事報告 

●点鐘 

点 鐘 

 

ロータリーソング斉唱 

 

会 長 の 時 間 

 

皆さんこんにちは。 

私はサッカーの日本代表のゲームはテレビでほとんど見るん

ですが、 いつも思うことがあります。   それは日本のサッカー

は着実に強くなっているということ、それともう一つ  ウチの会社

にも本田や長友みたいなヤツがいたらいいなあ ということです。  

小さい店 と 日本代表ですから比較する方がおかしな話しで

すが、彼らは本当にいい働きをしますしオレがこのチームを引っ

張る、オレが決める、でっかいヤツにも負けない という気迫と闘

志に満ち溢れたプレーをします。 

ああいった世界で活躍できる選手達、他にも大勢いる訳で

すが 決して突然発生して出てきた訳じゃないと思います。 日

本のサッカーを強くしよう、世界レベルの力に高めていこうという

サッカー界の皆さんの長い長い努力の積み重ねが 長友 や

香川 や本田 といった世界に通用する選手達を生み出した

んだと思います。 

今、日本は産業は空洞化し、国の借金も膨大  アベノミク

スと言ったってなかなか困難な状況に変わりない、行田市にし

ても相当思い切った政策を打ち出しているようですが人口の

減少は止まらないし 我々民間の経営にしてもビジョンを描き

にくい時代となっています。 

こんな時だからこそ 今年度の心の講演会は 我が道をブレ

ずに一歩一歩歩んで 業績を積み上げてきた方のお話しを伺

いたいと考えまして 初回は郷土出身の実業家 八木原保様 

そして今回はかつての日本代表選手、その後も指導者として

今日のサッカーの隆盛に貢献し続けてきた 清雲栄純先生 

をお招き致しました。清雲先生においで頂くにあたっては、熊

谷ＲＣの時田芳文さんに格別のお骨折りを頂きましたので、こ

こで紹介させて頂きます。 

恐れ入りますが、時田様ご起立をお願い申し上げます。     

ありがとうございました。 

きょうは 3 月 12 日、昨日であの大震災から 4 年が経ちま

した。 

震災では大変多くの方々が亡くなった訳ですが ＲＣでは震

災で親を失った孤児たちに彼ら彼女らが希望する大学や専

門学校を卒業する迄 毎月 5 万円の学資援助をしていこうと

いう 「 ロータリー希望の風 」 という息の長い、お金もかかる

プロジェクトを立ち上げておりまして、行田ＲＣも昨年の福島年

度から これへの協力を行っております。 
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本日の講演会もそのような主旨での開催でございます。 

きょう 清雲先生のお話しをお聴きになって、心を打たれた、 

勇気や感動を頂いたとお感じになった皆様には 終了後 講

師との握手タイムも設けておりますので、 その際金額は問いま

せんので 幾許かのご寄付を 「 希望の風 」 に対して賜りま

すよう お願い申し上げます。  

 

幹 事 報 告 

皆幹事報告をいたします 

 

＜１＞交換留学生アリスちゃんの件 

交換留学生のアリスは今まで湯本会員宅にいましたが、11

日からは大野会員宅にお世話になっております。 

 

＜２＞次回例会の件 

次回は日本外交の舞台裏と銘打って、元外交官の小野安

昭様の卓話を頂きます。 

 

講師のご紹介をさせていただきます。 

元ジェフ市原監督 清雲栄純氏（きよくもえいじゅん） 

1950 年 山梨県生まれ 

日本代表にも選ばれ 42 試合出場 

1992 年 日本代表コーチ就任 

1994 年 から 1995 年までジェフ市原監督を務め、 

その後はＵ－18 日本代表監督を歴任 

2004 年からは大宮アルディージャ トータルアドバイザー 

現在、ジェフ市原アドバイザー 

 

それでは清雲様 よろしくお願いいたします。 

 

点 鐘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


